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【削減状況の自己評価】
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前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況
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①

③ 環境学習センター 岡山市北区下石井2-2-10

公益財団法人岡山県環境保全事業団
701-0212

業種名：廃棄物処理業

循環資源（廃棄物）事業、環境調査事業、環境保全事業
従業員　123名（令和2年4月現在）
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県内の
主　な
工場等

水島処分場

岡山県岡山市南区内尾665-1

総務企画部総務企画課

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

・令和２年度において、内尾事務所の照明をLEDに更新した（全体の1/２（残り分））。
・温室効果ガス排出量については、水島処分場（水島クリーンセンター）において、基準年度(R元年度）と比較した場
合、灯油使用量の増加により約690ｔ-CO2、RPF,RDF使用の増加により約490ｔ-CO2増加したが、廃プラの焼却による非エネ
ルギー起源二酸化炭素が約 4,000ｔ-CO2 減少したため、総量としては約6％（約3,000ｔ-CO2）の減少となった。
・原単位基準においても、除数である汚泥処理量が、基準年度より約330 t（約0.5％）増加したことにより、6.4％の減と
なり、目標を達成した。
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

【推進体制】

工場等の名称

　 無

その他

その他

県内で
の取組

【令和2年度普及啓発活動の実績等】
・環境学習センター「アスエコ」において、環境保全に関する普及啓発・広報事業を実施。
・行政・各種団体との協働体制のもと、地球温暖化、資源リサイクル等をテーマとした環境学習出前講座(実績
336件)や指導者養成、環境団体等の相互交流・情報交換の場である環境学習協働推進広場の運営を実施。
・持続可能な社会の形成に向け、SDGｓをテーマとした中学生対象の育成事業「アスエコ未来教室」を実施。
・岡山県地球温暖化推進センターとして、「テレワークにおける環境負荷に関する調査」の実施、岡山県地球
温暖化防止活動推進員が地域で取組む活動へ支援することで、地球温暖化防止の普及啓発を実施。
・岡山県からの委託事業として、温暖化防止の取組みを宣言する「アースキーパー・メンバーシップ制度」の
運営や各家庭に合わせたオーダーメイドの省エネ対策を提案する「うちエコ診断」を実施。

○水島処分場の修景緑化（苗木植栽）
　  R2年度 実績 ＝ 3,240㎡、  801本（シャリンバイ）
    R3年度 計画 ＝ 3,240㎡、 　801本（トベラ）

水島処分場太陽光発電量  8,039 kWh/年,風力発電量 54.5 kWh/年。内尾事務所太陽
光発電量 12,195 kWh/年。

　 無

有　
県内で
の取組

平成29年にエコアクション21の認証を取得し、エコアクションの環境マネジメントシステムのしくみ
を利用して、省エネルギーに関する推進体制を整備した。四半期に1度、省エネルギーの推進に係る
報告・協議を行った。また、各部所で選任したエコアクション２１推進責任者・担当者を中心に具体
的な活動を推進した。

有　

実施した措置及び今後の取組の内容

全体

水島処分場

内尾事務所

全体

水島処分場

内尾事務所

【R２年度実施した措置】
・会議室等、不使用エリア・不使用時の消灯、空調停止
・ノー残業デー（週１日）設定による節電の実施
・退社時におけるパソコン、モニター、プリンターの電源オフ
・施錠管理に併せた、照明、エアコンの消忘れ確認
・エコカーシェアリングの実施

・灯油代替燃料(RDF･RPF)の導入と効率的な燃焼管理の徹底
・冷却用送風機の停止
・工水用ポンプの停止

・事務所の照明をLEDに更新（全体の１/２(残り分））3.35ｋL削減

【今後実施予定分】

・照明（蛍光灯）の間引き
・サーキュレーターでの空気の循環による空調の効率化
・運転方法の配慮（エコドライブ等）によるガソリン使用量の削減

・灯油代替燃料(RDF･RPF)の導入と効率的な燃焼管理の徹底
・冷却用送風機の停止
・工水用ポンプの停止
・省エネタイプ照明器具への更新（4.41kL削減予定）
・省エネタイプ空調への更新（0.60kL削減予定）

・エアコン及び照明の効率的利用（離席時及び残業時消灯ルールの徹底）
・空調、照明、ガソリン使用量の削減（web会議による会議時間、移動時間の短縮化）


